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＊特　集＊

シリーズ
地域の伝統文化③

倭
し づ は た

文機グループ
「手しごと」
インタビュー

　今回は、幻の織物といわれている
「倭文織」を研究、機織技術を実践し
ているグループ「手しごと」です。
旧瓜連地区は、奈良時代には「静織
の里」であったことが「常陸国風土記」
に記されています。日本書紀による
と、倭文織は朝廷（天皇）に貢物と
して献上されていたらしいです。

機は
た
お
り織

だ
け
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　材
料
の
生
産
か
ら
始
め
ま
す

　
　
　
　
　
　

倭
文
織
に
は
ど
の
よ
う
な
歴
史

が
あ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

文
献
か
ら
旧
瓜
連
地
区
が
倭

文
織
の
里
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
25
～
26
年
前
に
ル
ー
ツ
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
物

が
な
い
の
で
幻
の
織
物
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
以
前

に
織
物
の
技
術
を
持
っ
た
集
団

が
こ
の
地
に
住
み
つ
き
、
神
事

用
や
貴
人
た
ち
の
織
物
を
作
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
倭
文
（
し

ど
り
）
と
は
、
古
代
の
織
物
の

名
称
。
し
ど
り
は
、
し
づ
お
り

（
倭
文
織
）
の
略
で
し
ず
り
、

し
ず
と
も
い
い
ま
す
。
一
種
の

文
（
あ
や
）
の
あ
る
布
で
す
が

縞
織
物
か
綾
織
物
か
正
確
に
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

倭
文
織
は
ど
の
よ
う
な
材
料
を

使
う
も
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

楮
（
こ
う
ぞ
）
の
表
皮
を
使

い
ま
す
。
①
楮
の
育
成
、
②
刈

り
取
り
を
し
て
、
蒸
し
、
皮
を

む
き
と
り
、
③
糸
づ
く
り
（
裂

い
て
、
撚よ

る
）。
楮
の
育
成
か

ら
糸
に
な
る
ま
で
11
工
程
あ
り

ま
す
。

完
成
ま
で
に
ど
の
く
ら
い
の
時

間
が
か
か
り
ま
す
か
。

　

楮
の
育
成
に
１
年
間
。
織
る

物
に
よ
り
ま
す
が
、
幅
30
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
長
さ
１
メ
ー
ト
ル

の
織
物
で
、
一
般
的
に
は
、
よ

こ
糸
づ
く
り
に
約
５
日
間
、
た

て
糸
の
セ
ッ
ト
に
約
２
日
間
、

機
織
に
約
２
日
間
で
す
。
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倭
文
織
の
商
品
を
購
入
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
か
。

　

那
珂
市
の
イ
ベ
ン
ト
時
（
八

重
桜
ま
つ
り
や
つ
る
し
雛
ま
つ

り
）
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
と
し
て
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

倭
文
織
の
材
料
と
な
る
楮
の

育
成
、
会
員
の
技
術
を
高
め
る

た
め
の
研
修
、
毎
週
２
回
各
作

業
を
し
て
、
毎
月
初
め
に
定
例

会
を
行
い
活
動
内
容
を
共
有
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
祭
、

ま
ち
カ
フ
ェ
の
展
示
会
や
国
際

交
流
、
瓜
連
小
学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
を
通
し
て
地
域
の
伝

統
文
化
を
伝
え
て
い
ま
す
。

市
や
議
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
期
待
し
ま
す
か
。

　

定
期
的
に
展
示
販
売
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
、
那
珂
市

の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
を
手
工
芸
品

ま
で
拡
大
し
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
も
Ｐ
Ｒ

を
強
化
し
ま
す
。
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議案審議

●
平
成
30
年　

第
２
回
定
例
会
●

那
珂
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　

◆
会
期　

20
日
間　

６
月
８
日
～
27
日

《
傍
聴
者　

68
人
》

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
等
は

　

市
長
提
出
案
件
…
16
件

　

請
願
・
陳
情
…
…
０
件

　

議
員
提
出
案
件
…
０
件

　

計
16
件

提出された議案等とその結果 ※��請願・陳情の内容は別途掲載しております。
　７ページをご覧ください。

議案等番号 議　案　等　名 内　　　　　　容 結果

報告３ 平成 29 年度那珂市一般会計繰越明許費繰越
計算書について

前年度からの事業費の繰越額が決定したことによる繰越額の
報告。

―

報告４ 平成 29 年度那珂市下水道事業特別会計繰越
明許費繰越計算書について ―

報告５ 平成 29 年那珂市農業集落排水整備事業特別
会計繰越明許費繰越計算書について ―

報告６ 平成 29 年度那珂市一般会計継続費繰越計算
書について ―

報告７ 平成 29 年度那珂市一般会計事故繰越し繰越
計算書について ―

報告８ 平成 29 年度那珂市水道事業会計継続費繰越
計算書について ―

報告９ 専決処分について（損害賠償請求に関する
和解及び損害賠償の額の決定） 市の過失による事故等に対する損害賠償額の報告。 ―

議案 40 専決処分について（那珂市税条例の一部を
改正する条例）

地方税法等の改正に伴うもの。内容は、バリアフリー改修が
行われた劇場や音楽堂に係る税額の減額措置の創設、評価替
えに伴う税負担の激変の緩和のための土地に係る負担調整措
置の３年延長。

承認

議案 41 専決処分について（那珂市都市計画税条例
の一部を改正する条例） 承認

議案 42 専決処分について（那珂市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

地方税法施行令の改正に伴うもの。内容は、国民健康保険税
の基礎課税額の賦課限度額引き上げ及び国民健康保険税の減
額において控除額を拡大するものなど。

承認

議案 43 那珂市税条例等の一部を改正する条例
地方税法等の改正に伴うもの。内容は、加熱式たばこについ
て課税区分の新設、紙巻きたばこの本数への換算方法の見直
し、たばこ税の税率改正を行うもの。

可決

議案 44 那珂市医療福祉費支給に関する条例の一部
を改正する条例

茨城県において、入院に係る医療福祉費の受給対象者の範囲
を拡大することに伴うもの。主な内容は、小児の定義を 15 歳
から 18 歳に拡大し、入院に係る医療福祉費のみ対象となるよ
う限定するもの。

可決

議案 45 平成30年度那珂市一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ 1272 万円を増額し、総額を 207 億 3272
万円とするもの。主な内容は、地域介護・福祉空間整備事業
の増額など。

可決

Close Up!!05
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議案等番号 議　案　等　名 内　　　　　　容 結果

議案 46 物品売買契約の締結について
東消防署配備の救急自動車を更新するため、議会の議決に付
すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例に基づき議
会の議決を求めるもの。

可決

議案 47 那珂市税条例の一部を改正する条例
生産性向上特別措置法の施行に伴うもの。内容は、法律の規
定により市が作成した計画に基づき行われた中小企業の一定
の設備投資について、固定資産税軽減の特例措置を講ずるも
の。

可決

議案 48 人権擁護委員の推薦について 人権擁護委員１名の任期満了に伴い、委員を再推薦するもの。 可決

Close Up!!05

◆
議
案
第
46
号

　

�

物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　
（
契
約
金
額
３
９
２
０
万
２

　

６
２
２
円
）

　

東
消
防
署
配
備
の
高
規
格
救

急
自
動
車
を
更
新
す
る
も
の
で

す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
救
急
救

命
士
制
度
と
と
も
に
高
規
格
救

急
車
を
導
入
し
て
お
り
、
現
在

使
用
し
て
い
る
車
両
は
平
成
30

年
10
月
で
10
年
が
経
過
し
、
車

両
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
、
高

規
格
救
急
車
を
購
入
す
る
も
の

で
す
。

　

高
規
格
救
急
車
と
は
、
救
急

救
命
士
に
よ
る
高
度
な
処
置
が

行
え
る
資
機
材
を
積
載
し
て
い

る
車
両
で
傷
病
者
収
容
部
分
と

収
納
庫
を
拡
大
し
、
救
急
患
者

に
走
行
時
の
振
動
を
与
え
な
い

よ
う
防
振
架
台
等
を
装
備
し
て

お
り
、
10
月
中
に
は
新
し
い
高

規
格
救
急
車
が
導
入
さ
れ
ま

す
。

　

市
消
防
本
部
に
は
、
救
急
救

命
士
が
26
名
在
籍
し
て
お
り
、

救
急
出
動
の
際
は
、
医
師
の
指

示
に
よ
り
薬
剤
の
投
与
等
の
処

置
を
車
内
で
行
う
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

救
急
出
動
件
数
も
年
々
増
加

し
て
お
り
、
平
成
29
年
は
、
２
，

２
６
８
件
、
１
日
平
均
約
６
．

２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
救
命

率
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

��　
◆
議
案
第
44
号

　

�

那
珂
市
医
療
福
祉
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

茨
城
県
に
お
い
て
、
入
院
に

係
る
医
療
福
祉
費
の
受
給
対
象

総
務
生
活
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

様々な資機材を装備した
救急自動車

賛否が分かれた議案等 ○：賛成　　×：反対　　
※議長（君嶋寿男議員）は採決に加わりません。

議　案　等　名 結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

大
和
田
和
男

冨
山　
　

豪

花
島　
　

進

君
嶋　

寿
男

筒
井
か
よ
子

寺
門　
　

厚

小
宅　

清
史

綿
引　

孝
光

木
野　

広
宣

古
川　

洋
一

萩
谷　

俊
行

勝
村　

晃
夫

中
﨑　

政
長

笹
島　
　

猛

助
川　

則
夫

遠
藤　
　

実

福
田
耕
四
郎

欠　
　
　

員

請願第 1 号　日本原電東海第二発電
所の再稼働に反対する決議および再
稼働しないことを求める申し入れを
行うことを求める請願

不採択 × × ○ － × ○ × × × × × × × × × × × －

陳情第 2 号　日本原電東海第二発電
所の再稼働に関する陳情書 不採択 × × ○ － × ○ × × × × × × × × × × × －

陳情第 3 号　日本原電東海第二発電
所の再稼働に関する陳情書 不採択 × × ○ － × ○ × × × × × × × × × × × －
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者
の
範
囲
を
高
校
３
年
生
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条

例
を
改
正
し
ま
す
。
内
容
に
つ

い
て
は
、
小
児
の
定
義
を
15
歳

か
ら
18
歳
に
拡
大
し
、
か
つ
、

高
校
生
の
間
に
あ
る
者
に
つ
い

て
は
入
院
に
係
る
医
療
福
祉
費

の
み
対
象
と
な
る
よ
う
限
定
す

る
規
定
を
追
加
す
る
と
の
こ
と

で
す
。　

Ｑ　

高
校
に
行
っ
て
い
な
く
て

も
該
当
し
ま
す
か
。

Ａ　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る

者
が
対
象
な
の
で
、
該
当
し
ま

す
。

Ｑ　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
ケ

ガ
で
通
院
す
る
場
合
は
ど
う
で

す
か
。

Ａ　

県
の
制
度
改
正
が
入
院
の

み
で
あ
る
た
め
、
通
院
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

◆
報
告
事
項

　

�

那
珂
市
立
幼
稚
園
の
開
園
に

向
け
た
進
捗
に
つ
い
て

　

現
在
、
建
設
を
進
め
て
い
る

市
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
、
平
成

31
年
４
月
開
園
ま
で
の
進
捗
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
既
設
幼
稚
園
の
う
ち
横

堀
・
五
台
・
菅
谷
西
・
芳
野
の

園
舎
は
撤
去
し
て
隣
接
す
る
小

学
校
の
駐
車
場
に
す
る
予
定
で

す
。
民
有
地
を
含
む
菅
谷
幼
稚

園
は
、
園
舎
の
一
部
に
耐
震
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
跡
地
に
つ
い

て
全
庁
的
に
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
す
。

Ｑ　

現
在
、
幼
稚
園
に
勤
務
し

て
い
る
教
職
員
の
雇
用
は
ど
う

な
る
の
で
す
か
。

Ａ　

人
員
的
に
は
削
減
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
正
職
員
は
３
名

程
度
、
保
育
所
に
配
置
換
え
に

な
り
ま
す
。

市立幼稚園の完成予想図

　
「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
」
に
那
珂

市
議
会
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
那
珂
市
議
会

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
楽
し
い
企
画
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
那
珂

市
議
会
の
ブ
ー
ス
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

　

平
成
30
年
８
月
25
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

那
珂
総
合
公
園

◆
企
画
内
容

○
パ
ネ
ル
展
示

　

那
珂
市
議
会
の
活
動
の
一
端

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
こ
ん
な
那
珂
市
に
し
た
い

　
「
私
の
公
約
」
コ
ン
テ
ス
ト

　

将
来
ど
ん
な
那
珂
市
に
し
た

い
か
を
記
入
し
て
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
お
菓
子

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
優
秀

提
案
者
を
決
定
し
、
後
日
、
表

彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
ミ
ニ
「
議
員
と
語
ろ
う
会
」

　

那
珂
市
議
会
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

那
珂
市
議
会
が
参
加
し
ま
す
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請

願

陳

情

今
回
の
定
例
会
で
採
決
し
た
請
願
・
陳
情
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

《
請
願　

１
件
／
陳
情　

２
件
》

！
請願・陳情の提出について

ご注意ください
　請願・陳情の提出期限は、定
例会開会の約10日前に設定して
います。期限を過ぎて提出され
たものは、さらに次の定例会で
の審議となります。
　期限は、議会だより裏表紙の
ほか、那珂市議会ホームページ
の「議会カレンダー」でもご確
認いただけます。

請
願
第
１
号

日
本
原
電
東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
働
に
反
対
す
る

決
議
お
よ
び
再
稼
働
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
申
し
入

れ
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
請
願

那
珂
市
菅
谷
４
４
９
４
‐
１

　
　
　
　
　
　
　

木
村　

静
枝　

ほ
か
４
名

不採択不採択

陳
情
第
２
号

日
本
原
電
東
海
第
二
発
電
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
稼
働
に
関
す
る
陳
情
書

那
珂
市
静
１
１
８
０

　
　
　
　
　
　
　

先
﨑　

千
尋

陳
情
第
３
号

日
本
原
電
東
海
第
二
発
電
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
稼
働
に
関
す
る
陳
情
書

那
珂
市
後
台
３
１
３
２
‐
８

　
　
　
　
　
　
　

仲
沢　

照
美

不採択

�　

日
本
原
子
力
発
電
株
式
会

社
の
東
海
第
二
原
子
力
発
電
所

再
稼
働
に
反
対
す
る
決
議
を
採

択
す
る
こ
と
、
日
本
原
子
力
発

電
株
式
会
社
に
対
し
て
再
稼
働

の
反
対
を
申
し
入
れ
る
よ
う
求

め
る
も
の
で
す
。

　

審
議
で
は
、
再
稼
働
す
る
か

否
か
決
定
さ
れ
て
い
な
い
段
階

で
時
期
尚
早
で
あ
り
も
っ
と
慎

重
に
議
論
を
深
め
た
上
で
判
断

す
べ
き
と
の
意
見
や
、
新
協
定

に
よ
り
周
辺
６
自
治
体
の
再
稼

働
へ
の
判
断
が
重
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
議
会
と
し
て
再
稼
働

反
対
の
態
度
を
早
め
に
示
す
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

不
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

※�

平
成
30
年
３
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
も
の
で
、
同
様
の
趣
旨
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
括
し

て
審
査
し
た
も
の
で
す



な
　か 議会だより № 58 08

一 般 質 問 Q
A＆

《質問者　７名》
※一般質問の記事は、質問した議員が各自で作成しています。

P09　遠藤　　実　議員
　　　　　　　◇区域指定制度の見直しについて
　　　　　　　◇徴収事務の不祥事について
　　　　　　　◇ごみ袋の改善について
　　　　　　　◇公共施設の利便性向上について
　　　　　　　◇市立幼稚園のバス送迎について
　　　　　　　◇通学路の安全性向上について

P09　古川　洋一　議員
　　　　　　　◇公共交通について
　　　　　　　◇商工業の振興について
　　　　　　　◇教育環境について

P10　寺門　　厚　議員
　　　　　　　◇�公共下水道未整備地区の整備に

ついて
　　　　　　　◇太陽光発電について

P10　大和田和男　議員
　　　　　　　◇雇用創出について
　　　　　　　◇結婚・出産支援について
　　　　　　　◇�移住促進に向けた子育て支援・

学校教育について

P11　花島　　進　議員
　　　　　　　◇大規模ソーラー発電について
　　　　　　　◇�不動産遺産の相続に関する市の

事務的対応について
　　　　　　　◇�那珂市の施設の職員用駐車場に

ついて
　　　　　　　◇�市の施設の車いすへの配慮につ

いて

P11　福田耕四郎　議員
　　　　　　　◇�公用車にドライブレコーダーを
　　　　　　　◇耕作放棄地対策について

P12　小宅　清史　議員
　　　　　　　◇通学路を考える

一般質問とは…
皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、市議会議員が市に対して行う質問です。
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通
学
路
の
安
全
性
向
上
に
つ
い
て

「
１
１
０
番
の
家
」
を
増
や
す
よ
う
に

市
報
な
ど
で
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す

Ｑ　

市
内
小
中
学
校
で
は
通
学

路
の
危
険
度
を
ど
う
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
か
。
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
で
示
さ
れ
た
危
険
が
解

消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
に
向
け
て
ど
う
対
処

し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

毎
年
度
各
学

校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
通
学
路
の
安
全

点
検
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、

要
望
は
那
珂
市
通
学
路
安
全
対

策
推
進
会
議
で
協
議
し
て
所
管

部
署
へ
繋
い
で
い
ま
す
。
自
治

会
と
の
連
携
も
必
ず
し
も
十
分

で
は
な
い
の
で
き
ち
ん
と
周
知

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

子
ど
も
を
守
る
「
１
１
０

番
の
家
」
は
現
在
市
内
で
４
３

１
件
の
登
録
が
あ
り
ま
す
が
、

地
域
で
子
ど
も
達
を
守
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
と
広
げ
る
た

め
、
市
報
や
お
し
ら
せ
版
な
ど

で
市
か
ら
依
頼
し
て
登
録
し
て

い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
を

行
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。ま
た
、

子
ど
も
達
と「
１
１
０
番
の
家
」

の
接
点
を
作
る
仕
組
み
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Ａ　

教
育
部
長　

登
録
件
数
は

以
前
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
の
で
、
市
か
ら
も
協
力
の
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
双
方
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
は
大
事
で
す
の
で
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
機
会
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

今
、
不
審
者
情
報
は
各
学

校
か
ら
保
護
者
に
一
斉
に
メ
ー

ル
送
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
情
報
を
、
実
際
に
子
ど
も
達

の
下
校
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
る

地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
方
々

へ
も
同
様
に
メ
ー
リ
ン
グ
で
提

供
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
情
報
を
入
手
す
る
手
段
と

し
て
大
変
有
効
で
す
の
で
、
今

後
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
方
々
に
積

極
的
に
登
録
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

教
育
環
境
に
つ
い
て

市
の
部
活
動
運
営
方
針
は
ど
う
す
る
か

ま
ず
は
部
活
動
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に

Ｑ　

少
子
化
に
伴
う
生
徒
数
や

競
技
人
口
の
減
な
ど
に
よ
り
、

進
学
予
定
の
中
学
校
に
入
部
し

た
い
種
目
が
無
い
、
ま
た
は
部

員
が
少
な
く
て
大
会
に
出
場
で

き
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
起
き

て
お
り
、
学
区
外
の
学
校
へ
進

学
し
た
り
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
参
加
す
る
生
徒
も
増
え

て
き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

国
・
県
か
ら
朝
練
習
の
禁
止
や

週
二
日
以
上
の
休
養
日
の
設
定

な
ど
の
方
針
が
示
さ
れ
、
一
方

で
非
常
勤
職
員
と
し
て
各
校
に

部
活
動
指
導
員
を
配
置
す
る
自

治
体
も
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
部
活
動
を
取
り
巻
く
環

境
や
課
題
も
踏
ま
え
、
本
市
と

し
て
今
後
の
運
営
方
針
を
策
定

す
る
に
当
た
り
、
部
活
動
の
存

続
や
教
員
の
負
担
軽
減
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
共
存
も

含
め
て
、
部
活
動
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

教
育
長　

部
活
動
は
生
徒

た
ち
が
意
欲
を
も
っ
て
精
一
杯

努
力
し
、仲
間
意
識
や
達
成
感
、

自
己
有
用
感
を
感
じ
る
こ
と
で

一
人
の
人
間
と
し
て
成
長
で
き

る
大
変
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
生

徒
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機

会
は
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

部
活
動
の
問
題
を
教
職
員
の
働

き
方
改
革
の
視
点
で
解
決
し
よ

う
と
す
れ
ば
部
活
動
の
教
育
的

意
義
が
な
お
ざ
り
に
な
り
ま
す

し
、
意
欲
や
使
命
感
を
も
っ
て

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
者
が
た

く
さ
ん
い
る
の
も
事
実
で
す
。

議
論
の
基
本
は
、
本
来
部
活
動

は
ど
う
あ
る
べ
き
で
誰
が
担
う

べ
き
も
の
な
の
か
を
明
確
に
す

る
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
教
育
全
体
と
し
て
の
認
識

の
統
一
と
同
時
に
社
会
の
理
解

も
必
要
で
す
。
方
針
の
策
定
は

部
活
動
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
か
ら
着
手
し
ま
す
。

遠藤　実 議員

古川 洋一 議員
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太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
に
関
わ
る
条
例
制
定
を

条
例
制
定
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

寺門　厚 議員

Ｑ　

本
市
の
太
陽
光
発
電
施

設
数
は
、
平
成
30
年
１
月
で

２
１
５
件
あ
り
、
今
年
は
戸
多

地
区
で
大
規
模
太
陽
光
発
電
施

設
計
画
も
あ
り
、
今
後
も
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
施
設
が
長
期
に

わ
た
り
、
安
定
的
に
発
電
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

と
共
生
し
て
い
く
こ
と
が
大
変

重
要
で
す
。
計
画
段
階
で
事
業

者
と
設
計
内
容
や
災
害
時
及
び

廃
止
後
の
撤
去
・
処
分
等
に
関

す
る
協
議
を
行
い
、
地
域
環
境

の
保
全
を
図
り
、
良
好
な
居
住

環
境
の
維
持
を
目
的
と
す
る
条

例
を
、
今
こ
そ
制
定
す
べ
き
で

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

大
規
模

な
計
画
も
あ
り
、
維
持
管
理
や

パ
ネ
ル
廃
棄
な
ど
懸
念
が
あ

り
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
検
討

す
る
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ　

事
業
廃
止
後
の
撤
去
・
廃

棄
処
理
を
速
や
か
に
実
施
完
了

出
来
る
よ
う
予
め
費
用
の
積
み

立
て
を
し
て
お
く
制
度
の
設
置

を
提
案
し
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

積
立
制

度
を
設
け
る
こ
と
も
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
不
法
投
棄
対
策
と
し

て
有
効
な
も
の
で
す
。

Ｑ　

適
切
な
維
持
管
理
及
び
環

境
保
全
や
公
害
防
止
、
災
害
時

対
応
、
廃
止
時
の
措
置
を
き

ち
っ
と
履
行
す
る
よ
う
、
事
業

者
と
の
間
で
太
陽
光
発
電
施
設

の
運
用
並
び
に
災
害
時
及
び
廃

止
後
の
措
置
に
関
す
る
協
定
を

締
結
す
る
よ
う
提
案
し
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

設
置
か

ら
撤
去
ま
で
の
適
正
な
運
営
を

求
め
る
手
段
と
し
て
、
協
定
書

や
条
例
制
定
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

移
住
促
進
に
向
け
た
子
育
て
支
援
・
学
校
教
育
に
つ
い
て

特
徴
の
あ
る
施
策
が
移
住
促
進
に
有
効

結
婚
出
産
子
育
て
応
援
戦
略
を
掲
げ
る

大和田和男 議員

Ｑ　

子
育
て
支
援
は
親
支
援
ば

か
り
で
は
な
く
、
親
子
支
援
で

あ
る
べ
き
で
す
。
子
ど
も
の
孤

独
感
は
先
進
国
の
中
で
日
本
は

ワ
ー
ス
ト
１
。
そ
の
脱
却
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
き
ま
す
か
。

Ａ　

教
育
部
長　

教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
相
談
員
等
が
家
庭
訪

問
を
通
し
て
対
象
と
な
る
家
族

全
体
を
支
援
す
る
対
応
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
相
談
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
潜
在
的
な
対
象

を
把
握
す
る
た
め
に
、
関
係
課

と
の
連
携
を
緊
密
に
し
て
包
括

的
な
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

い
じ
め
も
薬
物
乱
用
も
学

力
低
下
も
ス
マ
ホ
が
入
り
口
。

近
年
、
教
育
現
場
で
も
家
庭
で

も
頭
を
悩
め
て
い
る
子
ど
も
の

ス
マ
ホ
依
存
。
情
報
モ
ラ
ル
や

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
限
界

を
感
じ
ま
す
。
夜
９
時
以
降
は

保
護
者
が
ス
マ
ホ
を
預
か
る
、

使
用
は
一
日
一
時
間
と
い
っ
た

全
国
で
も
賛
否
は
あ
る
が
、
県

内
初
の
ス
マ
ホ
対
策
条
例
の
制

定
を
求
め
ま
す
。

Ａ　

教
育
部
長　

条
例
を
制
定

す
る
こ
と
は
、
情
報
に
対
す
る

正
し
い
理
解
を
促
す
と
と
も
に

青
少
年
健
全
育
成
の
一
助
に
な

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
実
効

性
の
あ
る
条
例
と
す
る
た
め

に
、
そ
の
機
運
を
醸
成
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ　

こ
の
よ
う
に
教
育
で
も
特

徴
の
あ
る
施
策
が
移
住
促
進
に

有
効
。小
中
一
貫
教
育
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
等
の
Ｐ
Ｒ
方

法
を
含
め
た
、
移
住
促
進
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ　

企
画
部
長　

結
婚
・
出
産
・

子
育
て
応
援
戦
略
を
掲
げ
、
そ

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
い
ぃ
那

珂
暮
ら
し
応
援
団
の
活
動
の
充

実
と
と
も
に
、
市
へ
の
転
入
が

見
込
み
や
す
い
エ
リ
ア
を
狙
っ

て
、
全
庁
的
な
体
制
で
Ｐ
Ｒ
を

し
、
移
住
促
進
に
努
め
ま
す
。
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不
動
産
遺
産
の
相
続
に
関
す
る
市
の
事
務
的
対
応
に
つ
い
て

所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
等
の
実
務
は

登
記
が
無
い
場
合
、
実
務
に
課
題
が

花島　進 議員

Ｑ　

不
動
産
に
は
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
持
ち
主

が
死
亡
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
実
務
が
進
み
ま
す
か
。

Ａ　

総
務
部
長　

不
動
産
の
所

有
者
は
、
不
動
産
登
記
法
に
基

づ
い
て
、
法
務
局
へ
登
記
申
請

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
固
定
資
産

税
の
課
税
は
、
こ
の
制
度
を
活

用
し
、
原
則
、
登
記
名
義
人
を

納
税
義
務
者
と
し
て
課
税
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
記
名
義
人
が
死
亡
し
た
場

合
に
は
、
法
務
局
に
、
所
有
権

移
転
登
記
の
手
続
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
に
つ
い
て
も
変
更

さ
れ
ま
す
。
こ
の
手
続
が
当
年

中
に
行
な
わ
れ
れ
ば
、
次
年
度

か
ら
新
た
な
名
義
人
を
納
税
義

務
者
と
し
て
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

那
珂
市
外
に
住
所
を
有
す
る

納
税
者
に
つ
い
て
は
、
納
税
義

務
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、

相
続
人
な
ど
か
ら
連
絡
が
な
け

れ
ば
、
死
亡
情
報
を
得
る
こ
と

が
難
し
く
、
結
果
と
し
て
死
亡

者
に
課
税
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

戸
籍
を
調
査
し
、
相
続
関
係

図
を
作
成
し
て
相
続
人
を
特
定

す
る
た
め
に
、
多
大
な
労
力
と

時
間
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ　

固
定
資
産
税
を
払
う
の

は
、
所
有
者
の
義
務
で
す
が
、

収
入
が
少
な
い
場
合
は
義
務
を

果
た
せ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
生

活
保
護
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

総
務
部
長　

固
定
資
産
を

相
続
し
た
相
続
人
が
生
活
保
護

受
給
者
で
あ
る
場
合
は
、
市
税

条
例
第
71
条
の
規
定
に
よ
り
ま

し
て
、
申
告
に
基
づ
き
減
免
の

措
置
を
し
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
対
策
を
ど
う
進
め
る
の
か

基
盤
整
備
に
よ
り
進
め
て
い
き
た
い

福田耕四郎 議員

Ｑ　

那
珂
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
従
事
者
数
等
が
減
少

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
そ
の
要
因
は
何
で
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

高
齢
化
に
よ

る
減
少
が
一
番
大
き
い
と
考
え

ま
す
。

Ｑ　

耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い

る
現
状
で
す
が
、
ど
う
い
う
支

援
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

耕
作
放
棄
地

を
借
り
た
農
業
者
が
、
荒
れ
た

農
地
の
再
生
や
土
壌
改
良
を
す

る
場
合
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り

５
万
円
の
支
援
を
し
て
き
ま
し

た
。

Ｑ　

５
万
円
程
度
の
金
額
で
は

荒
れ
た
農
地
を
解
消
す
る
の
は

難
し
い
で
す
。
今
後
、
耕
作
放

棄
地
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
で
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

市
で
は
ソ
フ

ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
支
援

を
し
、
耕
作
放
棄
地
を
未
然
に

防
い
で
い
き
た
い
。

Ｑ　

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て

必
要
な
こ
と
は
、
基
盤
整
備
を

進
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

基
盤
整
備
は

現
在
、
水
田
で
２
地
区
、
畑
で

２
地
区
進
め
て
い
ま
す
が
、
農

家
の
経
営
所
得
安
定
の
た
め
に

も
今
後
も
基
盤
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

荒廃農地の例
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通
学
路
を
考
え
る

通
学
路
は
地
域
で
の
見
守
り
を

呼
び
掛
け
が
さ
れ
る
よ
う
対
応
し
ま
す

小宅 清史 議員

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
で

の
安
全
対
策
に
は
地
域
で
の
見

守
り
が
最
も
重
要
な
手
段
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
「
わ

ん
ち
ゃ
ん
警
備
隊
」
を
普
及
さ

せ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
手

法
と
し
て
は
、
犬
の
予
防
接
種

の
際
「
ま
ち
な
か
警
備
中
」
と

書
か
れ
た
反
射
た
す
き
を
飼
い

主
に
贈
呈
し
、
散
歩
時
に
は
そ

れ
を
掛
け
て
歩
い
て
も
ら
う
よ

う
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
事
故

事
件
防
止
の
効
果
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

Ａ　

教
育
部
長　

一
部
の
自
治

会
で
は
、
犬
の
散
歩
を
、
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
に
合
わ
せ
て

行
う
よ
う
、
地
域
に
呼
び
掛
け

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
話

も
聞
い
て
お
り
、
犯
罪
の
抑
止

力
と
し
て
も
大
変
有
効
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
議
員
か
ら
の
ご
提
案
の
趣

旨
に
も
合
致
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
先
進

的
な
事
例
を
、
ぜ
ひ
那
珂
市
全

体
に
広
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
各
地
区
で
の
呼
び
掛

け
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
課

と
協
議
し
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
が
歩
い
て
い

る
脇
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通
過
し

て
い
く
車
も
あ
り
ま
す
。
通
学

路
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ

る
た
め
に
は
ハ
ン
プ
を
つ
け
る

と
い
っ
た
対
策
も
必
要
か
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

Ａ　

教
育
部
長　

ハ
ン
プ
は
、

凹
凸
が
あ
り
ス
ピ
ー
ド
を
抑
制

す
る
も
の
で
、
通
学
路
に
つ
い

て
は
一
般
の
道
路
な
の
で
、
ハ

ン
プ
設
置
に
よ
る
騒
音
の
発
生

や
、
ス
ピ
ー
ド
に
よ
っ
て
は
運

転
操
作
を
誤
る
な
ど
の
危
険
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
設
置
は
慎
重
に
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
議
会
６
回
目
と
な
る

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
開
催
形
式
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
テ
ー
マ
ご
と

に
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
座
談
会
形
式
に
よ
る
意
見

交
換
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
那
珂
市
議
会
の

活
動
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
ご

意
見
を
頂
戴
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
ど
な
た
で
も
、
無
料
で
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

○
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）

　

中
央
公
民
館

○
平
成
30
年
10
月
21
日
（
日
）

　

市
役
所
瓜
連
支
所
分
庁
舎

　
（
時
間
は
両
日
と
も

午
前
10
時
～
正
午
）

※�

参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
会

場
の
都
合
に
よ
り
入
場
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
テ
ー
マ

○
防
災
・
環
境
に
つ
い
て

○�

商
業
と
観
光
の
発
展
に
つ
い

て
○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

◆
お
問
合
せ

○
議
会
事
務
局

（
内
線
２
２
４
・
２
２
５
）

「
議
員
と
語
ろ
う
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

トピックス



閉会中
　議会活動レポート

トピックス

定例会閉会中（３月～６月）の那珂市議会の主な活動をご紹介いたします。
　

５
月
17
日
の
原
子
力
安
全
対

策
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
原

子
力
４
事
業
所
の
年
間
事
業
計

画
及
び
東
海
第
二
発
電
所
の
審

査
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　

那
珂
核
融
合
研
究
所
は
核
融

合
実
験
装
置「
Ｊ
Ｔ
‐
60
Ｓ
Ａ
」

の
組
立
作
業
を
継
続
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

　

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社

は
引
き
続
き
、
燃
料
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
試
験
研
究
開
発
を
進

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

三
菱
原
子
燃
料
株
式
会
社

は
、
今
年
度
は
１
８
９
体
の
燃

料
集
合
体
を
製
造
す
る
計
画
と

の
こ
と
で
す
。

　

日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社

の
東
海
発
電
所
は
廃
止
の
た
め

の
工
事
を
進
め
、
東
海
第
二
発

電
所
は
設
置
変
更
許
可
申
請
に

原
子
力
関
連
４
事
業
所
の
年
間
事
業
計
画
及
び

東
海
第
二
発
電
所
の
審
査
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た

活 動 日 誌
３月

　　　23日　議会広報編集委員会

４月

　　　４日　議会広報編集委員会
　　　12日　議会広報編集委員会
　　　18日　百条委員会
　　　　　　全員協議会
　　　26日　原子力安全対策常任委員会

５月

　　　11日　議会運営委員会・広報編集
　　　　　　委員会合同会議
　　　　　　議会運営委員会
　　　　　　議会広報編集委員会取材
　　　15日　百条委員会
　　　17日　原子力安全対策常任委員会

６月

　　　１日　議会運営委員会
　　　　　　全員協議会
　　　　　　議会広報編集委員会

※�活動日誌中「百条委員会」＝「菅谷地内旧歯科ビル及び
土地の寄附に関する調査特別委員会」

適
切
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

東
海
第
二
発
電
所
の
審
査
状

況
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
及
び
原
子
力
規
制
庁
に

よ
る
新
規
制
基
準
適
合
に
係
る

審
査
が
継
続
中
で
あ
り
、
引
き

続
き
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
審

査
状
況
に
つ
い
て
周
辺
自
治
体

や
地
域
住
民
へ
の
説
明
を
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。
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まちかど

ニュース
茅葺き屋根の修復工事真っ最中

平成 30 年６月 22 日（金）
那珂市曲がり屋にて

議会広報編集委員会
　委 員 長　大和田和男
　副委員長　冨山　　豪
　委　　員　筒井かよ子
　委　　員　古川　洋一
　委　　員　勝村　晃夫
　委　　員　遠藤　　実

　早稲田大学マニフェスト研究
所より、議会改革度ランキング
が発表されました。那珂市議会
は全国で１８３位、県内４位と
いう順位でした。まだまだ道半
ばにあります。今後の取り組み

として、議会報告会の座談会形
式へのリニューアルを予定して
います。今の現状に満足する事
なく、更なる開かれた議会を目
指し努めていきます。

　　（冨山　豪）

　早稲田大学マニフェスト研究
所より、議会改革度ランキング
が発表されました。那珂市議会
は全国で１８３位、県内４位と
いう順位でした。まだまだ道半
ばにあります。今後の取り組み

編
集
後
記
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議
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だ
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平成30年第3回定例会：9月4日～21日

　平成３０年第３回（９月）定例会の日程（案）
は左のとおりです。
　会議は原則公開となっております。所定の用紙
にご記入いただくだけで、どなたでも傍聴できま
すので、お気軽にお越しください。
　また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、
８月２４日（金）１７時までに、議会事務局まで
ご提出ください。

議会録画映像を公開しています

　那珂市議会では定例会、臨時会の本会議の録画
映像を「You�Tube」の動画サイトで公開してお
ります。詳しくは、那珂市ホームページの「那珂
市議会」のページをご覧ください。

（「那珂市議会」のページ内の「議会中継」から
「You�Tube」を開くことができます。）

那珂市 検　索

次回９月定例会
日 月 火 水 木 金 土

8/26 27 28 29 30 31 9/1

2 3 4 5 6 7 8

本会議 本会議 本会議
（議案上程など） （一般質問）（一般質問）

9 10 11 12 13 14 15
総務生活
常任委員会

産業建設
常任委員会

教育厚生
常任委員会

原子力安全対策
常任委員会

16 17 18 19 20 21 22
議会運営委員会
全員協議会 本会議

（委員長報告
議案等採決）

23

30

24 25 26 27 28 29

※会議は、原則として午前10時開会です。


